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広域医療搬送の背景広域医療搬送の背景広域医療搬送の背景広域医療搬送の背景

・重症患者の同時大量受入れは困難
・震災により被災地の病院自体の機能低下
・近隣の医療施設も重症患者の受入れ飽和状態
・高度医療施設は大都市圏を中心に分布

広域医療搬送に必要なこと広域医療搬送に必要なこと広域医療搬送に必要なこと広域医療搬送に必要なこと

・搬送拠点における一時的な患者対応能力
（ステージングケア）

・高度な情報管理
・多機関協同を可能にする危機管理体制
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設群まで輸送すること．設群まで輸送すること．設群まで輸送すること．設群まで輸送すること．

広域医療搬送の活動体系図広域医療搬送の活動体系図広域医療搬送の活動体系図広域医療搬送の活動体系図 広域医療搬送の全体系の把握が可能となる広域医療搬送の全体系の把握が可能となる広域医療搬送の全体系の把握が可能となる広域医療搬送の全体系の把握が可能となる
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①応援要請

②応援体制
の確立

③患者搬送

被災地外被災地内

・中等患者の処置・収容
・重症患者の処置

（避難所等市町村の定める場所に設置）
・トリアージの実施
・重症・中等症患者の応急処置
・軽症患者の処置

↓

軽症患者は処置後帰宅

重症患者
入院・手術をしな
くては危険な人

中等症患者
命に別状はないが
入院等が必要な人

軽症者
医師の治療により

家庭で療養できる人

かすり傷等のものは
家庭内・自主防災組織

医療関係
搬送関係
の応援

○情報収集・提供機能
・医療機関の被災状況、医薬品等の需給

状況、保健衛生状況等の被災地の医療
情報を収集し、住民や関係機関に提供

○調整機能
・医療ボランティア等の配置調整
・医薬品等支援物資に関する配付調整等

○救護所機能
・トリアージの実施
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患者を１次医療圏から３次医患者を１次医療圏から３次医患者を１次医療圏から３次医患者を１次医療圏から３次医
療圏といった階層的にさばく療圏といった階層的にさばく療圏といった階層的にさばく療圏といった階層的にさばく

事前の受け入れ要請と患者事前の受け入れ要請と患者事前の受け入れ要請と患者事前の受け入れ要請と患者
の物理的な移動を担当するの物理的な移動を担当するの物理的な移動を担当するの物理的な移動を担当する
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市町村市町村市町村市町村
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近年の災害事例では，災害医療に関わる組織間での情報共有近年の災害事例では，災害医療に関わる組織間での情報共有近年の災害事例では，災害医療に関わる組織間での情報共有近年の災害事例では，災害医療に関わる組織間での情報共有
や業務連携における課題を原因として，“避けられた災害死”や業務連携における課題を原因として，“避けられた災害死”や業務連携における課題を原因として，“避けられた災害死”や業務連携における課題を原因として，“避けられた災害死”
が発生している．これを回避するためには，救出した重篤患者が発生している．これを回避するためには，救出した重篤患者が発生している．これを回避するためには，救出した重篤患者が発生している．これを回避するためには，救出した重篤患者
を関係組織間の協力により速やかに対応可能な病院に搬送するを関係組織間の協力により速やかに対応可能な病院に搬送するを関係組織間の協力により速やかに対応可能な病院に搬送するを関係組織間の協力により速やかに対応可能な病院に搬送する
ことが重要である．ことが重要である．ことが重要である．ことが重要である．

そこで本研究では，そこで本研究では，そこで本研究では，そこで本研究では，限られた資源の効果的な利用と，異なる組限られた資源の効果的な利用と，異なる組限られた資源の効果的な利用と，異なる組限られた資源の効果的な利用と，異なる組
織間での緊密な連携を実現するために，織間での緊密な連携を実現するために，織間での緊密な連携を実現するために，織間での緊密な連携を実現するために，大規模地震災害時におけ大規模地震災害時におけ大規模地震災害時におけ大規模地震災害時におけ
る広域医療搬送活動を対象として，組織間の情報共有と応援体る広域医療搬送活動を対象として，組織間の情報共有と応援体る広域医療搬送活動を対象として，組織間の情報共有と応援体る広域医療搬送活動を対象として，組織間の情報共有と応援体
制の連携に関する現状分析を行った．また広域医療搬送シナリ制の連携に関する現状分析を行った．また広域医療搬送シナリ制の連携に関する現状分析を行った．また広域医療搬送シナリ制の連携に関する現状分析を行った．また広域医療搬送シナリ
オからオからオからオからDMATや防災情報共有プラットフォームの貢献についてや防災情報共有プラットフォームの貢献についてや防災情報共有プラットフォームの貢献についてや防災情報共有プラットフォームの貢献について

も分析したも分析したも分析したも分析した．．．．

研究の背景と目的研究の背景と目的研究の背景と目的研究の背景と目的

現状業務分析現状業務分析現状業務分析現状業務分析

広域医療搬送における組織間情報共有の現状と防災広域医療搬送における組織間情報共有の現状と防災広域医療搬送における組織間情報共有の現状と防災広域医療搬送における組織間情報共有の現状と防災
情報共有プラットフォ－ムの効果に関する分析情報共有プラットフォ－ムの効果に関する分析情報共有プラットフォ－ムの効果に関する分析情報共有プラットフォ－ムの効果に関する分析[1][1][1][1]
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地域防災計画から広域医療搬送に関する地域防災計画から広域医療搬送に関する地域防災計画から広域医療搬送に関する地域防災計画から広域医療搬送に関する
主体の業務を洗い出し、それらの関係を主体の業務を洗い出し、それらの関係を主体の業務を洗い出し、それらの関係を主体の業務を洗い出し、それらの関係を
被災地内，被災地外に分けた（右図）．被災地内，被災地外に分けた（右図）．被災地内，被災地外に分けた（右図）．被災地内，被災地外に分けた（右図）．
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地域医療救護拠点で対応できない負傷者に対応
入院患者等の安全確保

病院の被害状況把握

職員参集・動員・配置

入院患者等の安全確保

災害時の相互応援協定に基づ
く他市町村への応援要請

自衛隊受入の連絡調整

災害情報等をインターネットへ発信
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市立病院の医療救護班の編成・出動を要請

区内医療機関の状況を把握し、
市の衛生部部長、地域医療救護拠点等に情報提供

医薬品等不足に応じ、区本部
（福祉保健センター）等の備蓄品を調達

負傷者の医療機関へ搬送が急増

病床の不足、患者転送の検討

搬送されてくる重篤救急患者の
救命医療を実施

ヘリの総合調整
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市
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通信手段の確認、確保職員参集・動員・配置

救出者を含めた人的被害を集計

県へ報告（中間報告）

ヘリポート及びヘリコプターの保全

通信手段の確認、確保職員参集・動員・配置 市民からの救急要請(119 番）殺到

他自治体、国公立・大学病院、私立病院の派遣医療職員、
個人ボランティア、海外医療団等の受け入れのための調整

職員参集・動員・配置

県医療救護本部と調整を図り、被災地外の受入可能医療機関を確保

市災対本部及び県医療救護本部に対し、ヘリコプター搬送手段の確保要請

道路網の途絶状況を分析し、有効な重篤患者等の搬送手段を検討・確保
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残る救出現場へ、保有車両や交通部
からの調達車両により人員・資機材を輸送

医療団、医療ボランティアの地域防災拠点等での受入れ
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の収集開始

区
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消防
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医療機関の被災状況の把握開始

市本部、区本部、消防、警察との情報連携
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医療スタッフの参集

負傷者受け入れ、
トリアージを実施

地域医療
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負傷者が自力で
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軽症患者の処置
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を起点に被災地外の医療機関に搬送

災害拠点病院

災害医療拠点病院における体制確保

職員参集・動員・配置

病院の被害状況把握

県庁

被災状況等の情報収集災害対策本部の設置

救急救助の要請を市町村から受ける

応援要請を市町村から受ける

ヘリの要請を市町村から受ける

患者搬送の要請を
市町村から受ける

広域災害救急医療シ
ステムによる受入病
院の検索

受け入れ病院の決定

被
災
地
内

被
災
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外

他都市消防機関へ応援要請 残る救出現場へ、保有車両や交通部
からの調達車両により人員・資機材を輸送

重篤者の広域搬送開始
（渋滞等により陸路は難航．ヘリコプターによる空路利用）

地域医療救護拠点で軽・中傷者への
応急手当を実施
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図中の記号

発災直後から1時間の間に行なわれる業務

1～3時間の間に行なわれる業務

3～12時間の間に行なわれる業務

12～24時間の間に行なわれる業務

24～48時間の間に行なわれる業務

広域搬送される患者に対する業務

被
災
地
内

被
災
地
外

時間経過

地域医療救護拠点等で慢性疾患患
者の受診可能な医療機関情報を提供

被災地外の
搬送拠点に
搬送される

広域医療搬送に関する組織の活動工程図広域医療搬送に関する組織の活動工程図広域医療搬送に関する組織の活動工程図広域医療搬送に関する組織の活動工程図

ヘリ搬送シナリオ（患者）ヘリ搬送シナリオ（患者）ヘリ搬送シナリオ（患者）ヘリ搬送シナリオ（患者）

救出される救出される救出される救出される

トリアージを受けるトリアージを受けるトリアージを受けるトリアージを受ける

搬送される搬送される搬送される搬送される

応急救護を受ける応急救護を受ける応急救護を受ける応急救護を受ける

災害拠点病院災害拠点病院災害拠点病院災害拠点病院
へ搬送されるへ搬送されるへ搬送されるへ搬送される

被災地内の被災地内の被災地内の被災地内の
搬送拠点に搬送拠点に搬送拠点に搬送拠点に
搬送される搬送される搬送される搬送される

被災地外の搬送拠点に被災地外の搬送拠点に被災地外の搬送拠点に被災地外の搬送拠点に
搬送される（ヘリコプター）搬送される（ヘリコプター）搬送される（ヘリコプター）搬送される（ヘリコプター）

工程計画・管理手法の１つである工程計画・管理手法の１つである工程計画・管理手法の１つである工程計画・管理手法の１つであるPERTの概念を用いて，の概念を用いて，の概念を用いて，の概念を用いて，

災害対応データベースから関連組織の活動工程図を作成災害対応データベースから関連組織の活動工程図を作成災害対応データベースから関連組織の活動工程図を作成災害対応データベースから関連組織の活動工程図を作成
した．横軸に時間、縦軸に各主体を並べた図である．主体した．横軸に時間、縦軸に各主体を並べた図である．主体した．横軸に時間、縦軸に各主体を並べた図である．主体した．横軸に時間、縦軸に各主体を並べた図である．主体
は上位ほど被災地からの情報伝達の距離が遠くなる．は上位ほど被災地からの情報伝達の距離が遠くなる．は上位ほど被災地からの情報伝達の距離が遠くなる．は上位ほど被災地からの情報伝達の距離が遠くなる．

患者の救助・救出から病院搬送までの全患者の救助・救出から病院搬送までの全患者の救助・救出から病院搬送までの全患者の救助・救出から病院搬送までの全
１００以上のプロセスを視覚化！１００以上のプロセスを視覚化！１００以上のプロセスを視覚化！１００以上のプロセスを視覚化！

被
災
地

被
災
地

被
災
地

被
災
地
か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の
距
離
距
離
距
離
距
離

遠遠遠遠

近近近近

時間時間時間時間

広域搬送に関連する業務全体の流れや組織間の患者受け渡広域搬送に関連する業務全体の流れや組織間の患者受け渡広域搬送に関連する業務全体の流れや組織間の患者受け渡広域搬送に関連する業務全体の流れや組織間の患者受け渡
しのためのフェーズごとの情報連携が明らかになった．しのためのフェーズごとの情報連携が明らかになった．しのためのフェーズごとの情報連携が明らかになった．しのためのフェーズごとの情報連携が明らかになった． しかしかしかしか
し，各組織間の情報共有と応援体制の連携の現状を分析するし，各組織間の情報共有と応援体制の連携の現状を分析するし，各組織間の情報共有と応援体制の連携の現状を分析するし，各組織間の情報共有と応援体制の連携の現状を分析する
為には，具体的な業務と情報の連携を明らかにする必要があ為には，具体的な業務と情報の連携を明らかにする必要があ為には，具体的な業務と情報の連携を明らかにする必要があ為には，具体的な業務と情報の連携を明らかにする必要があ
る．る．る．る．

組織間の業務と情報の連関マトリクス組織間の業務と情報の連関マトリクス組織間の業務と情報の連関マトリクス組織間の業務と情報の連関マトリクス
被災地外

市民
（患者）

消防
医療機関

（救護所など）
市町村

（災害対策本部）
被災地内の

災害拠点病院
県庁

（災害対策本部）
被災地外の

災害拠点病院

消防
・救出
・救助
・搬送

・連絡
・受入要請

・報告　・要請
・市内の被災状況把握

・受入要請 ― ―

医療機関
（救護所など）

・応急救護
・トリアージ

・受入要請への回答
・市内被災情報の
問い合わせ

・患者搬送の要請
・受入要請 ― ―

市町村
（災害対策本部）

・市内被災情報の提供
・市内被災情報の提供

・連絡・要請

・市内被災情報の提供
・患者搬送先の連絡調

整

・患者受入状況等の確
認

・患者受入の応援要請

・救急救助の応援要請
・ヘリの要請

・被災地外の受入可能
病院の問い合わせ

―

被災地内の
災害拠点病院

・重篤患者への応急救
護

・受入要請への回答 ・受入要請への回答 ・受入要請への回答 ・受入要請への回答 ―

県庁
（災害対策本部）

― ― ―

・救急救助要請への回
答　・ヘリ要請への回答
・被災地外の受入可能

病院の回答

・患者受入状況等の確
認

・患者受入の応援要請

・患者受入状況等の確
認

・患者受入の応援要請

被
災

地 被災地外の
災害拠点病院

― ― ― ― ― ・受入要請への回答

被災地内

被
災

地
内

組織
（主体）

広域医療搬送にかかわる組織（主体）を順に並べ，それぞれがクロスするセルに“連結する広域医療搬送にかかわる組織（主体）を順に並べ，それぞれがクロスするセルに“連結する広域医療搬送にかかわる組織（主体）を順に並べ，それぞれがクロスするセルに“連結する広域医療搬送にかかわる組織（主体）を順に並べ，それぞれがクロスするセルに“連結する
業務”や“連携する情報”を整理した．業務”や“連携する情報”を整理した．業務”や“連携する情報”を整理した．業務”や“連携する情報”を整理した．組織間の関係を明らかにすることができる．組織間の関係を明らかにすることができる．組織間の関係を明らかにすることができる．組織間の関係を明らかにすることができる．

「消防」は「被災地内の災害拠点病院」に「消防」は「被災地内の災害拠点病院」に「消防」は「被災地内の災害拠点病院」に「消防」は「被災地内の災害拠点病院」に
“受入要請”を行うというように読みとる．“受入要請”を行うというように読みとる．“受入要請”を行うというように読みとる．“受入要請”を行うというように読みとる．

重篤患者は組織間で情報のやり取りをしている間，重篤患者は組織間で情報のやり取りをしている間，重篤患者は組織間で情報のやり取りをしている間，重篤患者は組織間で情報のやり取りをしている間，
その場に留まっていなければならない．それを解消その場に留まっていなければならない．それを解消その場に留まっていなければならない．それを解消その場に留まっていなければならない．それを解消
する為にはする為にはする為にはする為には下位から上位の組織への情報のやり取下位から上位の組織への情報のやり取下位から上位の組織への情報のやり取下位から上位の組織への情報のやり取
りを速やかりを速やかりを速やかりを速やかに行い、またに行い、またに行い、またに行い、またその回数もできる限り減らすその回数もできる限り減らすその回数もできる限り減らすその回数もできる限り減らす
ことが必要である．ことが必要である．ことが必要である．ことが必要である．

課題課題課題課題

時間時間時間時間

患者の搬送に際して、組織間で情報のやり取りがなされ患者の搬送に際して、組織間で情報のやり取りがなされ患者の搬送に際して、組織間で情報のやり取りがなされ患者の搬送に際して、組織間で情報のやり取りがなされ
る．そのやり取りは下位から上位に段階的に行われる．る．そのやり取りは下位から上位に段階的に行われる．る．そのやり取りは下位から上位に段階的に行われる．る．そのやり取りは下位から上位に段階的に行われる．

Meguro Lab., IIS



広域医療搬送における組織間情報共有の現状と防災広域医療搬送における組織間情報共有の現状と防災広域医療搬送における組織間情報共有の現状と防災広域医療搬送における組織間情報共有の現状と防災
情報共有プラットフォームの効果に関する分析［２］情報共有プラットフォームの効果に関する分析［２］情報共有プラットフォームの効果に関する分析［２］情報共有プラットフォームの効果に関する分析［２］

要請プロセスとボトルネックの観点からの分析要請プロセスとボトルネックの観点からの分析要請プロセスとボトルネックの観点からの分析要請プロセスとボトルネックの観点からの分析

防災関係機関の情報シ防災関係機関の情報シ防災関係機関の情報シ防災関係機関の情報シ
ステムを連携させたもの．ステムを連携させたもの．ステムを連携させたもの．ステムを連携させたもの．

適切な災害対応には複適切な災害対応には複適切な災害対応には複適切な災害対応には複
数の組織や機関，部署数の組織や機関，部署数の組織や機関，部署数の組織や機関，部署
間の連携した活動が不間の連携した活動が不間の連携した活動が不間の連携した活動が不
可欠であり，そのポイン可欠であり，そのポイン可欠であり，そのポイン可欠であり，そのポイン
トは情報の共有である．トは情報の共有である．トは情報の共有である．トは情報の共有である．
これを実現するシステムこれを実現するシステムこれを実現するシステムこれを実現するシステム
として，現在防災情報共として，現在防災情報共として，現在防災情報共として，現在防災情報共
有有有有PFの構築が進められの構築が進められの構築が進められの構築が進められ
ている．ている．ている．ている．

災害の急性期（概ね災害の急性期（概ね災害の急性期（概ね災害の急性期（概ね
48時間以内）に活動時間以内）に活動時間以内）に活動時間以内）に活動

できる機動性を持った，できる機動性を持った，できる機動性を持った，できる機動性を持った，
専門的な訓練を受け専門的な訓練を受け専門的な訓練を受け専門的な訓練を受け
た災害派遣チーム．た災害派遣チーム．た災害派遣チーム．た災害派遣チーム．
広域医療搬送，病院広域医療搬送，病院広域医療搬送，病院広域医療搬送，病院
支援，域内搬送，現支援，域内搬送，現支援，域内搬送，現支援，域内搬送，現
場活動等を主な活動場活動等を主な活動場活動等を主な活動場活動等を主な活動
とするとするとするとする.  DMAT活動概念図活動概念図活動概念図活動概念図ＰＦ概念図ＰＦ概念図ＰＦ概念図ＰＦ概念図

救護所
地域救護

病院
災害対策

本部

救急医療
中央情報
センター

医療救護
本部

災害対策
本部

災害医療
拠点病院

災害医療
拠点病院

DMAT指
定病院

災害対策
本部

被災地外

重症患者

横浜市・川崎市

DMAT

神奈川県

トリアージ
⇒対応不可

救出・救助 受入確認

要請確認要請

受入確認

患者の流れ
情報の流れ

現行の計画現行の計画現行の計画現行の計画

救 護 所
地 域 救 護

病 院
災 害 対 策

本 部

救 急 医 療
中 央 情 報
セ ン タ ー

医 療 救 護
本 部

災 害 対 策
本 部

災 害 医 療
拠 点 病 院

災 害 医 療
拠 点 病 院

DM A T指
定 病 院

災 害 対 策
本 部

被 災 地 外

重 症 患 者

横 浜 市 ・ 川 崎 市

D M A T

神 奈 川 県

トリアージ
⇒対応不可

救出・救助 受入確認

搬送

OK

要請確認要請

トリアージ
⇒対応不可

受入確認

搬送

要請

受入病院
の検索

PF

要請確認

PF PFPF

OKOKOK OKOK OKOK

アクション 要請 確認 コンピュータ処理 コンピュータ画面 システムデータ

患者の流れ
情報の流れ

PFの導入の導入の導入の導入

Issues on A Current  Information Sharing System 

for Large-Scale Medical Transportation During Emergency Among Relevant Organizations

and Effects of A Disaster Information Sharing Platform (Part ⅡⅡⅡⅡ)

防災情報共有プラットフォーム（以下防災情報共有プラットフォーム（以下防災情報共有プラットフォーム（以下防災情報共有プラットフォーム（以下PF）とは？）とは？）とは？）とは？ DMAT（（（（Disaster Medical Assistance Team）とは？）とは？）とは？）とは？

現状業務分析で明らかになった問題点を解消する現状業務分析で明らかになった問題点を解消する現状業務分析で明らかになった問題点を解消する現状業務分析で明らかになった問題点を解消する
ために，ここではために，ここではために，ここではために，ここではPFの導入との導入との導入との導入とDMATが参加した場が参加した場が参加した場が参加した場
合について，現行の計画との比較分析を行う．合について，現行の計画との比較分析を行う．合について，現行の計画との比較分析を行う．合について，現行の計画との比較分析を行う．

 

比較比較比較比較

本研究では要請プロセスにおいて，特に複数機本研究では要請プロセスにおいて，特に複数機本研究では要請プロセスにおいて，特に複数機本研究では要請プロセスにおいて，特に複数機
関に受入要請を行うポイントを広域医療搬送に関に受入要請を行うポイントを広域医療搬送に関に受入要請を行うポイントを広域医療搬送に関に受入要請を行うポイントを広域医療搬送に
おけるボトルネックと定義する．おけるボトルネックと定義する．おけるボトルネックと定義する．おけるボトルネックと定義する．

PF・・・・DMATの効果の効果の効果の効果
シナリオ 現行の計画

防災情報
共有PFあり

DMATあり

（○＋ +◇） 13 12121212 8888

関与する組織数 6 5555 3333
広域搬送までの
合計の要請回数

4 3333 3333

患者の待ち時間 2 2222 1111

情報の共
有

方法 段階的 リアルタイム 段階的

主体数 1:1 N：N 1：1

本研究では，患者の救助・救出から病院搬送までのすべてのプロセスを視覚化した．本研究では，患者の救助・救出から病院搬送までのすべてのプロセスを視覚化した．本研究では，患者の救助・救出から病院搬送までのすべてのプロセスを視覚化した．本研究では，患者の救助・救出から病院搬送までのすべてのプロセスを視覚化した．DMATの参加や防災情報共有の参加や防災情報共有の参加や防災情報共有の参加や防災情報共有PFの導の導の導の導

入によって，より迅速な広域医療搬送が実現される可能性があることが示された．今後は過去の災害事例における各組織へのヒアリング調査入によって，より迅速な広域医療搬送が実現される可能性があることが示された．今後は過去の災害事例における各組織へのヒアリング調査入によって，より迅速な広域医療搬送が実現される可能性があることが示された．今後は過去の災害事例における各組織へのヒアリング調査入によって，より迅速な広域医療搬送が実現される可能性があることが示された．今後は過去の災害事例における各組織へのヒアリング調査
などを行い，広域医療搬送に移管する組織関連携の実態や訓練などを調査する予定である．などを行い，広域医療搬送に移管する組織関連携の実態や訓練などを調査する予定である．などを行い，広域医療搬送に移管する組織関連携の実態や訓練などを調査する予定である．などを行い，広域医療搬送に移管する組織関連携の実態や訓練などを調査する予定である．

Meguro Lab.,IIS
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現行の計画

PFあり

被災地 市町村 県 被災地外 （広域応援）

要請（１：１） 要請（１：複数） 要請の方向 最終的な受入確認

DMATあり 	
.

DMATの導入により，現の導入により，現の導入により，現の導入により，現

場に近い段階で患者をさ場に近い段階で患者をさ場に近い段階で患者をさ場に近い段階で患者をさ
ばくことが可能．ばくことが可能．ばくことが可能．ばくことが可能．

個人かつ段階的な要請が個人かつ段階的な要請が個人かつ段階的な要請が個人かつ段階的な要請が
被災地の災害現場に行わ被災地の災害現場に行わ被災地の災害現場に行わ被災地の災害現場に行わ
れてきた．また，ボトルれてきた．また，ボトルれてきた．また，ボトルれてきた．また，ボトル
ネックは県にある．ネックは県にある．ネックは県にある．ネックは県にある．

まとめまとめまとめまとめ

待ち時間は同じと示されているが，待ち時間は同じと示されているが，待ち時間は同じと示されているが，待ち時間は同じと示されているが，
実際は市町村と県の連絡がなくなる実際は市町村と県の連絡がなくなる実際は市町村と県の連絡がなくなる実際は市町村と県の連絡がなくなる
ため，短くなる．ため，短くなる．ため，短くなる．ため，短くなる．

アクション 要請 確認 コンピュータ処理 コンピュータ画面 システムデータ

搬送

OK

トリアージ
⇒対応不可

受入確認

搬送

要請

受入確認

受入病院
の検索

OK

要請確認

アクション 要請 確認 コンピュータ処理 コンピュータ画面 システムデータ

救 護所
地 域 救 護

病 院
災害 対 策

本 部

救 急医 療
中 央情 報
セ ン ター

医 療 救 護
本 部

災 害 対策
本 部

災 害 医 療
拠 点 病 院

災 害医 療
拠 点病 院

D MA T指
定 病 院

災 害 対策
本 部

被 災 地 外

重 症 患 者

横 浜 市 ・川 崎 市

DMA T

神 奈 川 県

トリアージ
⇒対応不可

救出・救助 受入確認

OK

搬送

要請

受入確認

受入病院
の検索

OK

患者の流れ
情報の流れ

要請確認

DMAT活動現地本部

アクション 要請 確認 コンピュータ処理 コンピュータ画面 システムデータ

情報の共有する情報の共有する情報の共有する情報の共有する
主体数が増大主体数が増大主体数が増大主体数が増大

全体の業務数が全体の業務数が全体の業務数が全体の業務数が
軽減軽減軽減軽減

地域救護病院と地域救護病院と地域救護病院と地域救護病院と
のやり取りがなのやり取りがなのやり取りがなのやり取りがな

くなった．くなった．くなった．くなった．

DMATの参加の参加の参加の参加

死亡や後遺症の減少死亡や後遺症の減少死亡や後遺症の減少死亡や後遺症の減少
に期待に期待に期待に期待

絶対的な時間ではなく，プ絶対的な時間ではなく，プ絶対的な時間ではなく，プ絶対的な時間ではなく，プ
ロセスとしての時間を患者ロセスとしての時間を患者ロセスとしての時間を患者ロセスとしての時間を患者
の待ち時間と定義する．の待ち時間と定義する．の待ち時間と定義する．の待ち時間と定義する．

災害時の時間的・空間的空白災害時の時間的・空間的空白災害時の時間的・空間的空白災害時の時間的・空間的空白
を埋め，効果的な防災対策を埋め，効果的な防災対策を埋め，効果的な防災対策を埋め，効果的な防災対策


